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清酒の 研究並 び に これが 合成 日本酒に

齎 らす効果 に つ い て （第29報）

PULFRICH光度計 に依 る フ ノレ フ ロ ー ル 定量法

寺 本 四

フ ル フ ロ ー
ル は含酒精中の 一成分 として その存在が認 められ る 。

K 。。、G の 著裁。依 れ ば搬 難 酒 中 ・ ，レ フ ・ 一 ル の 饂 脚 俵 の 如 くで ある ．
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含量（m9 ／100Cの

　 O〜0。5

　 0〜 6．2

　 0〜 5．0

　 0− 7．9

1　　　 表

　 　 蒸　溜 　酒

　 ツ エ y’y’工 酒

　 果 賢 蒸 溜 酒

　 萄 葡 糟 蒸 溜 酒

　 　 ラ　 　 ム 　・酒

而 して 精溜を行 つ た もの に は含有せ られない として 居る。

郎

含量（mg ！loo。 c ）

　 痕跡 〜 2．5

　 　 　 0〜 O．18

　
「
　 O．4tyZ8

　 　 0．7tV29

　含酒精飮料 へ の 由來 として は 原料中IC含有せ られ る ペ ン トザ ン
、

ペ ン トーズ 系統の もの が醗匪液

と加熟等の 諸作用 に 依 t）生成し蒸溜區分に進 入 した もの と考へ られ る 。

　一
般 に フ ル フ ロ

ー
ル の 含有量 測定法 として は そ の 含 量が著 し い 場合に は PhloroglUsidとして重

量法で測定す る事が 出來る も （ペ ン トザ ン 、ペ ン ト
ーズ 類 の 定量に はそれ等 を酸で處理 し フ ル フ ロ

ー ル とな し こ の 方 法 で行 ふ ）含酒精飮料等の 極 く含量 の低 い場合に 於 て は次 の 如 き比色法が利 用せ

られ て 居る o 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　 （1）　 ア ニ リ ン 醋酸法
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2）

　 （2）　ヂ ニ ト ロ フ ヱ ＝
−vル ヒ ド ラ ゾー ン 法

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 cn）

　 （3） バ ル ピ ツ
ー

ル 酸 ア ＝ リ ン 法
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4｝

　 こ の 中 最 も廣 く利 用せ られ て 居 る ア ＝ P ン 醋酸法で 之 に 關して は
：TomtAN 　 u ．　 Pr｛Esc ’o ’iu’、

W 。，，＿ A 諤 GRA 諤 H ．　R 、。F。。。　U ．　H ．　K 。 L。副 B。R ・∬
’

等σ臓 並 諏 題 灘 ある。

　著者は プ ル フ リ ツ ヒ 光旋計 を用 ぴ フ ル フ ロ ー
ル 含量 を重則定 する條件 を求 めた 。

こ の 方法に 依 れば

豫め標準 の フ ル フ ロ ー ル液に つ き濃度 と吸 光係數關係を求あて 置けば普通 の 比色法 の 如 く實驗の 都

度標準液 を作製する必要が な く時闖的に も操作 に も便利 で ある 。

　　　　　 豫 備 實 驗

所要試藥

標準 カ ワ
・ 一ル 液

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くの

武田製 フ ル フ ロ ー ル LO9 を正 確 1こ秤量 30％ 精製 エ チ ル ア ル コ
ー

ル 濠に溶解 し全 容を 10Dcc と

なす。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（寺 本） 清酒 の 研 究脆 び に これが 合成 ロ本 酒 に癆 らす効果 につ い て（第29報） 95

　 ア ＝ リ ン 液

　市販品 を蒸溜 し無色の もの を使用する。

　　　　　 實驗 1　 ア ニ リ ン 醋酸反應の 呈色色調

，前記標準 フ ル フ ロ ・一ル 液 1ccをと り 100cc となす（10mg／100cc）o こ の 10cc に ア n リ 著 e．5ec，

氷醋酸 2cc を加 へ 2｛吩 後 1cm 試料管に て 、 プ ル フ リ ツ ヒ 光度計に て S43　NS 　75 の 濾光板 に つ き

色調 を測定 した 。 結果 は 第 1表及び 第 1鬮 の如 くで ある 。

濾 光 板　　S　43

吸光係數　　　0．！57

　　　
・

￥ t

’
濁

　　第

47　 　　 　 50

0．511　　　1．i42

　

　

　

6

　

53

茄

−

　

O

表

57　　　　61　　　　　72　　　　 75

Q，037　　　0．021　　　0．032　　　0．006

即ち S50 に於 て 吸光係數最 も高 くS43 及

び S57 以 下は 殆ん ど吸光度を示 さない 。

S47
，　S53 は大體 それ等 の 中聞に位罩する 。

從て 定量法 として は最 も吸光度の 高い S50
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （：）

に於 て 行 ふ べ きで ある（RrF ド胛 「 等の 研究に

於て も S50 を用 ひ て 居る）

嫉 長 馳 o
昂
却

　　　　　　實驗 2 時 間經過 と呈色度 の 變化

　標準 フ ル フ ロ
ー

ル 液 5cc をと り 1000cc とな した もの （5mg ／100cc）20ccに ア ＝ リ ン 液 05cc，

氷醋酸 2cc を添hn、 2cm 試料管 S50 濾光板 に て 時間的に 吸 光度變化 を測定 した 。 結果 は第 2表

の 如 しo

　　　　　　　　　　　　　　　　第 　　　　2　　　 表

　 　 　　 　 時間（分 ）　　 1　　　 5　　 10　　 15　　 20　　 25　　 30　　 35　　 40

　 　 　　 通過 光 線量　　22．3　 5．53　 3．03　 3．57　 5．17　 8．7　　 1L6 　　19．3　 23．2

　第 2表の 如 く上 述の 如 き條件で は 大體 10・v15 分 で吸光度が最低 となる 。 從つ て測定時間 として

は こ の 程慶を撰 ぶ べ きで ある 。 　　　　　　 、

　脅 こ の 氷醋酸 の 代 りに 10％ 鹽酸 を用ひ た場合 （フ ル フ ロ ール 液 10mg／100c（  試 料管 O．5cm）

第 3表の 郊 く吸光度が 初期 よ り次第 に減少 す る傾 向を示 した 。

　　　　　　　　　　　　　　第　　 3　　 表　　（10％ 鹽酸）

　 　 　　 　 時間 　（分 ）　　　　 1　　　 5　　　 】0　　　 15　　　 20　　　 25　　 30

　　　　　 通 遏光線量　　蝉 　 31　　 38．8　　 42 ．8　　 50β　　 53．8　　 63　　 63．5
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即ち以 上 の 結果 に於 て 10％鏖酸は 定量法 として 不都合 で氷醋酸を用ふ る方が良好 な結果を示 した σ

實驗 3 醋酸 濃度 の 影響

　 フ ル フ ロ ール 液 （10mg／100cc） 10cc， ア ＝ リ ン 2cc に 對 し添 加すべ き醋酸量 を 〔）．2 乃至 4．Occ

迄變化せ しめ て 實驗 した。 結果は 第 4表の 如 し。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　4　　　 表

　　　 醋酸量（cc ）　 　O．2　　 0．4　　 0．6　　 1．O　　 I．5　 2．O　 Z5 　 3．0　 　35 　　 4．0

　　　 通 過 光線量　　83．11　 32．76　 32．95　　15．75　 6．2　 5．6　 5．9　 6．26　 5．58　 5．66

即 ち氷酷酸 0．2  の 添加 で は殆 ん ど呈色を示 さす 0．4〜 06cc に 於 て も微弱で ある が 、 1．5cc 以 lt　tc

於 て は 殆ん ど同 じ樣な呈色度を示 して 居 る 。

從 つ て 上述の 如 く・ ル フ
▽
一・レ

岬
13卜1楓 ア nV ・ 轍 ・ 程慶の 操桐 ・於て ば 氷醋酸は 2cc程

度加ふ べ きで ある 。

本　　實　　驗

　　 フ ノV フ ロ ー ル 含 量 と呈 色度の 關係

　豫備實驗に於て 決定せ られた條件 として （1）濾光板 S50 を用ふ べ き事 （2）10％ 鹽酸液よ り氷

醋酸の 良好 な る事 （3）試料
・一試藥混合後 10〜 15 分に 於 て 測定すべ き事 （4）醋酸濃度 と して は試

料 10cc， 試藥 O．5cc に 對 し氷醋酸 2cc を最適 とする 事等で あつ た。

　之等 の 條件 を用ぴ て フ ル フ ロ ー ル 含量 を 100cc 中 1mg 〜 10mg の 範圍に 於け る 呈 色度を測定し

濃 度 とFX光係數 との關係を求めた 。 測定結果は第 5 表の 郊 し。

フ ル フ ロ b ル 含量

　 mg ／loOcc

　 　 　 t

　 　 　 2

　 　 　 8

　 　 　 4

　 　 　 5

　 　 　 6

　 　 　 7

　 　 　 8

　 　 　 9

　 　 　 10

試料管

cm

　 2

　 2

　 2

　 2

　 2

　 0，5

　 050

．50

，5

　 0．5

第 　 5　　　 表

．濾光板 　S50

遞渦光線量

　 67．3

　 25．7

　 19．O

　 Z5

　 6．48

　 41．8

　 40．0

　 29 ，9

　 22。8

　 2L6

第 5表の 結果 を圖示 すれば第 2鬮の 如 くで ある。

吸光係數

0．QB60

．2950

．3610

．5510

．5940

．7580

．7961

．0501

．144L332

濾贓 　S53

通過光線量

　 69．9

　 35，4

　 27．6

　 15．4

　 13．5

　 50．7

　 49．3

　 40，5

　 32．6

　 31．7

吸光係數

O．0780

，226

つ，2800

．405．

0．4350

，5900

．6160

．7890

．9740

．998
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1
｛痔2i司 フbTp 一
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’
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　第2圖 に見 らる L 郊 く こ の 範圍内 に於て 吸

光慶 と フ ル フ ロ ール 含量 は殆ん ど直線的な關

係 に存在す る。 且 そ の 事 は S50 の みな らす

S57 に於 て も認 められ る
。

即 ち この 反應に 於て は呈 色物質Q 生戒が單

一
物質の 如 く濃度 と呈色度が Beer の法則に

從ふ わけで ある 。

　　　　　　考　　　 察

　フ ル フ ロ ー ル 含量 1mg ／100ccNIO 　mg ／10〔ヒc の 範圍 に 於て 上 述 の 操作 に依 る呈色度が 直線的 な

關係に あ りとす れば 、 今 こ れを次 の 如 く表す婁が 出來る。

　　　　K ＝AV ＋ B − ・一…・…・…・…一・…………・……・…・………・一 …・一 ……・・一 一 ・一（1）

K は 1cm 試料管に 於ける 吸光係數 、　V は フ ル フ ロ ール 含量 （mg ／100cc）A ，
　B は 恒數 、 第 5表

の S50 に 於ける數値を之に代 入 して この A ，
　 B の 値を最 小二 乘法に依 b求 める と

　　 　　 A　 ＝ O。130

　　 　　】B＝− 0．0183

に して （1）式に 代入す る と

　　　　K −・O、130V − O。0183 − ……………
，
…・一……・・…一…………・・：Z・…・…・一’・・：…i…・…〈2）

即 ち B の 値は極 小さ く直線は 殆ん ど零點 を通遏 する もの と考 へ られる。

　今 こ の （2）式に 依 て 計算 して 得た値 と實測値 を比 較す る と第 6 表の 如 くで あ る 6

　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　　5　　　 表

　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 吸 　　光 　　係　　数フ ル フ ロ　・一　te含量

　 rng ／loOce

　 　 　 1

　 　 　 2

　 　 　 3

　 　 　 4

　 　 　 5

資測 値

0．OB60

．2950

．3610

．5510

．594

計算値

O．1！202420

．3720

．5020

．632

　差

一〇．026

寺0．053

−O．021

十Q．049

−O．038
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6

γ

890

o ，7580

．7961

．050

亘．1441

．332

即 ち 5− 7％ 程度の 誤 差範圍を考 へ られる o

要 旨

o．7620

，892 ．

LO221

．152L282

一〇．oo4

績〕．096

十〇，028
−0．008

十〇．050

干均 O，037

（1）　 フ ル フ リ ツ ヒ 光度計 を用ぴ ア ニ リ ン 醋酸反應を利用する フ ル フ ロ ール 定量法の 設定 を行 つ

　　た 。

（2 ） 含酒精飮料 中の フ ル フ ロ ール 定最法 として フ ル フ Pt・一 ル 含量 lmg／100ee乃至 10mg ／100cc

　　 の 範圍 に於け る定量法は次の 如 し o

　　　 フ ル フ v 一ル 試料 10cc
，

ア ニ リ ン 液 0．5cc
， 氷醋酸 2．Occ を添 Jnlし 、 試料管 0．5・v2 ．Ocnt に

　　　探取 、 S50 の 濾光板 を用 ひ 10〜 15 分後に 測定 を行ふ 。

（3 ）　 フ ル フ V 一 ル 濃慶 と吸 光係數 の關係は直線的で その 關係式は次 の 如 し。

　　　　　　　 K 置0．130V − 0．0183

　　　　　但 し　K ： 1cm 液層
」
に 於ける吸 光係數

　　　　　　　　 V ：　 フ ル フ ロ
ー ル 含量 （單位 mg ／100cc）

御指導な賜つ 7：中村敏 授 に深 甚 な る 謝意た表す ろ 。 化 學的操f乍は吉田幸 正 君 に員 ぶ E こ ろが 多 い 。
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